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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第２四半期
累計期間

第69期
第２四半期
累計期間

第68期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 2,930,5622,869,6625,365,402

経常利益（千円） 282,848 268,898 398,255

四半期（当期）純利益（千円） 131,285 181,416 183,643

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,350,0001,350,0001,350,000

発行済株式総数（千株） 14,000 14,000 14,000

純資産額（千円） 3,345,2583,474,7143,430,987

総資産額（千円） 6,193,3186,054,9685,978,053

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
11.39 15.73 15.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 54.01 57.39 57.39

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
197,924 138,145 442,025

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△38,588 △72,618 △61,918

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△146,437△126,189△356,405

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
322,621 272,762 333,424

　

回次
第68期
第２四半期
会計期間

第69期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
8.03 7.12

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第68期の１株当たり配当額には、創業100周年記念配当２円50銭を含んでおります。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景として一部に回復の兆しが見

られましたものの、歴史的な円高に加え、長引く欧州債務危機や中国を中心とした新興国経済の減速により先行き

不透明な状況で推移しました。 

　このような情勢のもと、農機事業部におきましては「品質」、「安全・安心」といった消費者ニーズにかなう肥料

散布機のブロードキャスタやコンポキャスタの売上は好調に推移しましたものの、農業従事者の高齢化や後継者不

足による農家戸数の減少といった構造的な問題や農業政策の不透明感により農家の投資意欲が低調でありました

結果、売上高は前年同期比69百万円減少し24億92百万円（前年同期比2.7％減）となりました。

　また、軸受事業部におきましては、風力発電用軸受の受注が好調に推移しました結果、売上高は前年同期比８百万

円増加し３億76百万円（前年同期比2.3％増）となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は前年同期比60百万円減少し、28億69百万円（前年同期比2.1％

減）となりました。

　利益面におきましては、売上高の減少などにより、営業利益は前年同期比18百万円減少し２億50百万円（前年同期

比6.9％減）、経常利益は前年同期比13百万円減少し２億68百万円（前年同期比4.9％減）となりました。四半期純

利益は税効果会計の影響で法人税等が減少したことなどにより、前年同期比38.2％増の１億81百万円となりまし

た。

　

(2)キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ60百万円減

少し、２億72百万円となりました。　

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は１億38百万円（前年同期は１億97百万円の獲得）となりました。

　これは主に税引前四半期純利益２億68百万円、仕入債務の増加額１億46百万円などを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は72百万円（前年同期は38百万円の使用）となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出76百万円などを反映したものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果使用した資金は１億26百万円（前年同期は１億46百万円の使用）となりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出90百万円などを反映したものであります。　

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動

　当第２四半期累計期間における農機事業部の研究開発活動の金額は、35,039千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,000,000 14,000,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 14,000,000 14,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年７月１日～

　平成24年９月30日
－ 14,000,000－ 1,350,000－ 825,877
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ　 三重県名張市夏見2828 2,470,371 17.64

タカキタ持株会 三重県名張市夏見2828 1,631,000 11.65

タナシン電機株式会社 東京都世田谷区深沢８丁目19－20 795,000 5.67

タカキタ従業員持株会 三重県名張市夏見2828 708,000 5.05

株式会社クボタ 大阪府大阪市浪速区敷津東１丁目２－47 660,000 4.71

株式会社南都銀行

　（常任代理人　日本マスター

トラスト信託銀行株式会

社）

奈良県奈良市橋本町16番地

（東京都港区浜松町２丁目11番３号） 569,000 4.06

株式会社第三銀行 三重県松阪市京町510 500,000 3.57

三井住友信託銀行株式会社

　（常任代理人　日本トラス

ティ・サービス信託銀行

株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目４－１

（東京都中央区晴海１丁目８－11） 400,000 2.85

ヤンマー株式会社 大阪府大阪市北区鶴野町１－９号 380,000 2.71

井関農機株式会社 愛媛県松山市馬木町700番地 300,000 2.14

計 － 8,413,371 60.10

　（注）上記三井住友信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は400千株であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式   2,470,000

　　　　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式  11,479,000

　　　　　
11,479 －

単元未満株式
普通株式      51,000

　　　
－ －

発行済株式総数 14,000,000 － －

総株主の議決権 － 11,479 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権の数４個）含まれてお

ります。　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ
三重県名張市夏見

2828番地
2,470,000 － 2,470,000 17.64

計 － 2,470,000 － 2,470,000 17.64

　　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 343,424 282,762

受取手形及び売掛金 ※2
 1,149,256

※2
 1,194,157

商品及び製品 675,145 701,461

仕掛品 117,504 114,010

原材料及び貯蔵品 189,093 217,101

未収入金 ※1
 991,013

※1
 1,046,182

その他 95,321 98,042

流動資産合計 3,560,759 3,653,718

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 572,061 564,518

機械及び装置（純額） 246,865 275,383

土地 593,664 593,664

その他（純額） 56,512 69,483

有形固定資産合計 1,469,104 1,503,050

無形固定資産 17,494 23,170

投資その他の資産 930,695 875,028

固定資産合計 2,417,294 2,401,249

資産合計 5,978,053 6,054,968

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 499,943

※2
 642,816

短期借入金 561,679 611,679

未払法人税等 109,003 87,500

賞与引当金 104,273 110,476

その他 302,396 ※2
 299,317

流動負債合計 1,577,295 1,751,789

固定負債

長期借入金 343,296 253,290

退職給付引当金 564,795 556,396

役員退職慰労引当金 50,590 7,690

その他 11,088 11,088

固定負債合計 969,770 828,464

負債合計 2,547,065 2,580,254
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 1,798,358 1,893,301

自己株式 △617,391 △617,406

株主資本合計 3,356,844 3,451,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 73,211 22,952

繰延ヘッジ損益 931 △10

評価・換算差額等合計 74,143 22,941

純資産合計 3,430,987 3,474,714

負債純資産合計 5,978,053 6,054,968
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 2,930,562 2,869,662

売上原価 2,000,220 1,964,555

売上総利益 930,341 905,106

販売費及び一般管理費 ※
 660,938

※
 654,161

営業利益 269,403 250,945

営業外収益

受取利息 259 198

受取配当金 6,497 7,830

不動産賃貸料 13,583 13,053

その他 3,762 5,559

営業外収益合計 24,103 26,642

営業外費用

支払利息 6,330 4,518

不動産賃貸原価 2,810 2,512

その他 1,517 1,658

営業外費用合計 10,658 8,689

経常利益 282,848 268,898

特別利益

固定資産売却益 － 9

特別利益合計 － 9

特別損失

固定資産廃棄損 20,881 211

投資有価証券評価損 22,690 －

特別損失合計 43,572 211

税引前四半期純利益 239,275 268,696

法人税、住民税及び事業税 128,330 82,700

法人税等調整額 △20,339 4,579

法人税等合計 107,990 87,280

四半期純利益 131,285 181,416
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 239,275 268,696

減価償却費 75,618 71,788

投資有価証券評価損益（△は益） 22,690 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 196 △8,399

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,560 △42,900

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,911 6,203

受取利息及び受取配当金 △6,757 △8,029

支払利息 6,330 4,518

有形固定資産廃棄損 20,881 211

有形固定資産売却損益（△は益） － △9

売上債権の増減額（△は増加） △539,172 △104,269

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,600 △50,830

仕入債務の増減額（△は減少） 256,053 142,872

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,555 △15,609

その他 11,769 △25,777

小計 148,394 238,465

利息及び配当金の受取額 6,750 8,023

利息の支払額 △6,220 △4,514

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 49,000 △103,828

営業活動によるキャッシュ・フロー 197,924 138,145

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △48,029 △76,575

有形固定資産の売却による収入 － 10

無形固定資産の取得による支出 △540 △9,906

投資不動産の賃貸による収入 13,583 12,933

貸付金の回収による収入 3,443 919

その他 △7,046 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △38,588 △72,618

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △90,006 △90,006

自己株式の取得による支出 △192 △15

配当金の支払額 △57,238 △86,168

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,437 △126,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,898 △60,661

現金及び現金同等物の期首残高 309,722 333,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 322,621

※
 272,762
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【継続企業の前提に関する事項】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更） 

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ

2,434千円増加しております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　該当事項はありません。

 

【追加情報】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　　 ※１　うち、ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

未収入金 958,769千円 1,019,468千円

　

　　　 ※２　四半期会計期間末日満期手形

　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 49,047千円 49,867千円

支払手形 49,188　 50,290

設備支払手形 －　 209

　

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主な内容

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

支払運賃及び諸掛費 112,934千円 111,083千円

事務職員給料手当 194,996 194,411

賞与引当金繰入 48,884 43,451

退職給付費用 12,138 10,018

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 332,621千円 282,762千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△10,000 △10,000

現金及び現金同等物 322,621 272,762
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,654利益剰余金 5 平成23年３月31日平成23年６月30日

　

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 86,472利益剰余金 7.5平成24年３月31日平成24年６月29日

　

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額

（注）１

　四半期損益計算

書計上額

（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 2,562,239368,322　 2,930,562 　－ 2,930,562

セグメント利益　 211,514 34,483 245,998 　23,404 269,403

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額

（注）１

　四半期損益計算

書計上額

（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 2,492,990376,671　 2,869,662 　－ 2,869,662

セグメント利益　 201,006 34,841 235,848 　15,096 250,945

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

  １株当たり四半期純利益金額 11円39銭 15円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 131,285 181,416

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 131,285 181,416

普通株式の期中平均株式数（株） 11,530,745 11,529,658

   （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　  該当事項はありません。

  

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

株式会社タカキタ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員

　

 公認会計士 安 藤　泰 行  印

 
指定有限責任社員

業務執行社員

　

 公認会計士 鈴 木　 實    印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキタ

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第69期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキタの平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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